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《 心に咲く花 04 》2004 年 






































《 見えない存在 》2004 年 
《 心に咲く花 05-1 》2005 年 





作品１．《 生 06 》 
 
制作年  ：2006 年 
サイズ  ：Ｈ5×Ｗ350×Ｄ350 cm 
素  材  ：磁器土－ＳＰ4（丸石窯業原料株式会社）、半磁器土（二股陶磁器原料製造店） 

















作品１．《 生 06 》は修士課程の修了制作作品である。泥漿を柄杓で撒くという行為から現
れるものを作品化するために様々な試みを行った。しかし、土を泥漿へと変化させ、その中に
可能性を見つけた私は、素材を強く意識しており、結局土の美しさを十分に表すことができる
のは、一つ一つを丁寧にみせることだと考えた。この作品１．《 生 06 》は、泥漿を何か目的
の形をつくるための素材とするのではなく、泥漿自体をみせることを目的とした作品である。
泥漿によって生まれてきた単体の数は約 300 個。その中から、ひとつひとつの単体にある物語









































































































作品２．《 Pre-historic 》 
 
制作年 ：2006 年 
サイズ ：Ｈ15×Ｗ65×Ｄ50 cm 
素 材 ：磁器土－ＳＰ4（丸石窯業原料株式会社）、半磁器土（二股陶磁器原料製造店） 

































その後の展開作品が《 Pre-historic 06-2 》、













《 Pre-historic 06-2 》2006 年 

























作品 3．《 生成 07 》は 2007 年、大学院博士後期課程一年目に制作した最初の作品である。
泥漿に直接触れたいという感情から、再び、柄杓を用いる作品へと変わる。修士課程において















作品３．《 生成 07 》 
 
制作年 ：2007 年 
サイズ ：Ｈ5×Ｗ160×Ｄ1100 cm 
素 材 ：磁器土－ＳＰ4（丸石窯業原料株式会社）、半磁器土（二股陶磁器原料製造店） 















































































































































作品４．《 生 08-1 》 
 
制作年 ：2008 年 
サイズ ：Ｈ35×Ｗ50×Ｄ150 cm ×6 点 
素 材 ：磁器土－ＳＰ4（丸石窯業原料株式会社）、半磁器土（二股陶磁器原料製造店）     
無釉 
鉄ワイヤー  直径 0.2cm、鉄錆付け液（化学着色） 
 焼成温度：1150℃－電気窯、酸化焔焼成 




























































た。作品 3．《 生成 07 》で現れた疑問を持ちながらの次なる作品への構想段階で、今からこ
こに形を存在させようとしている何かを基本に考えてみる。この作品の根源は何かと考える。
その根源を探ると、その根源を持ち作品をつくろうとしている人間を知らなければ分からない

















































とするものなのだ。作品 4．《 生 08-1 》は、自分をさらけ出すことで、作品への意識が大き
く変化したものである。 




































   
いま、自分の作品を振り返ってみると大きな転換期があったことに気づく。それがこの作品
４．《 生 08-1 》である。土に触れ、当たり前のように土でつくることに疑問を持たずに作品
をつくってきた私にとって、この転換期は作品と共に自己を確立するきっかけとなった。前作














































作品 4．《 生 08-1 》の存在が、現在の私をつくっていると言っても過言でない。それ程こ
の作品は、これまでの作品においての大きな転機となる。作品をつくるためには、作品に骨格
を必要とし、私は修士課程の地点でその骨格さえはっきりと見出せないまま制作を進めていた。
そこで、今まで土の現象をそのままみせることによって作品化していた作品 3．《 生成 07 》
と、土の現象と自分の想いを重ね合わせることで形にした作品 4．《 生 08-1 》と、大きく方
向性の違う作品を続けて制作したことで、自分の作品の方向性を見極めることができるのでは


















作品 5．《 生 08-2 》は、作品 4．《 生 08-1 》から次の展開へ進む過程として制作された









失いかけたときに強く表面に現れ、乗り越えようとする力を備えている。作品 5．《 生 08-2 》
は、細く狭い隙間にも存在する芯のある生命を、泥漿によって表すことを目的としている。 
 作品 4．《 生 08-1 》では、ワイヤーによる効果から、見えない壁が現れた。鉄ワイヤーに
よる箱をひとつの空間とし、その中で見えない壁を持つ泥漿を構成しながら、それぞれの物














作品５．《 生 08-2 》 
 
制作年 ：2008 年 
サイズ ：Ｈ30×Ｗ5×Ｄ110 cm 
素 材 ：磁器土－ＳＰ4（丸石窯業原料株式会社）、半磁器土（二股陶磁器原料製造店）、 
赤土－5 号細目（株式会社精土） 








































作品６．《 KAIZAI 08-1 》は、前作の作品５．《 生 
08-2 》から構想を温めていたものである。作品 4．




























作品６．《 KAIZAI 08-1 》 
 
制作年 ：2008 年 
サイズ ：Ｈ50×Ｗ5×Ｄ1700 cm 
素 材 ：磁器土－ＳＰ4（丸石窯業原料株式会社）、半磁器土（二股陶磁器原料製造店）、 
赤土－5 号細目（株式会社精土） 




















































分を形成している物の形を受け止めることで、その存在を確かにしている。作品 6．《 KAIZAI 















《 KAIZAI 08-1 》には、言葉で言い表せない間隔
が現れている。それは、私の中に潜在している間隔
であり、作品という物体の存在により明確に現れる
ものである。この間隔は、作品 1．《 生 06 》の時
点から作品に現れていることが分かる。作品 1．《  
生 06 》、作品 4．《 生 08-1 》、作品 6．《 KAIZAI 
 08-1 》という作品は、いくつものパーツを構成することで完成された作品である。作品 1．
《 生 06 》は 102 個の単体を 350cm×350cm の面積の中に、均等な隙間を持ちながら並べて
いる。作品 4．《 生 08-1 》においては、鉄ワイヤーでつくられた箱型の空間の中に、泥漿に
よってつくられたパーツを、特徴を捉えながらそれぞれに間隔を空け、組み合わせた６通りの

































































































『 枯 山水 』 
 | |  
 枯れた 山水  
 | |  
[龍安寺 石庭] 
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 水のない 自然風景  
 | |  




























































言うと、作品６．《 KAIZAI 08-1 》は何か具体的な形態をしている訳でもなく、しかし、山の
ようにも捉えることができることから、私の場合、そこには生まれ故郷の自然が直接的に強く



































作品７．《 KAIZAI 09-1 》 
 
制作年 ：2009 年 
サイズ ：Ｈ280×Ｗ100×Ｄ1000 cm 
素 材 ：磁器土－ＳＰ4（丸石窯業原料株式会社）、半磁器土（二股陶磁器原料製造店） 
無釉 
鉄板 5×200 cm 厚み 0.2 cm 






































































空間への意識と興味を持ち制作した作品 8．《 生 09 》は、作品 4．《 生 08-1 》からの展



















作品８．《 生 09 》 
 
制作年 ：2009 年 
サイズ ：Ｈ10×Ｗ10×Ｄ10 cm ×6 点 
素 材 ：磁器土－ＳＰ4（丸石窯業原料株式会社）、半磁器土（二股陶磁器原料製造店） 
無釉 、上絵－銀彩（千圃堂）、ふのり（千圃堂） 
鉄ワイヤー 直径 0.07cm、鉄錆付け液（化学着色） 
焼成温度：1200℃－電気窯、酸化焔焼成 
    ：800℃（上絵）－電気窯 


































のではないだろうかと、改めて考える必要性を感じる。これについては、次の作品 9．《 KAIZAI 
09-2 》にそって考察することにする。 
 
作品 9．《 KAIZAI 09-2 》は、いわば作品 7．《 KAIZAI 09-1 》
の満たされない思いを果たすために制作されたものと言っても


























作品 9．《 KAIZAI 09-2 》 
 
制作年 ：2009 年 
サイズ ：Ｈ320×Ｗ400×Ｄ800 cm 
素 材 ：磁器土－ＳＰ4（丸石窯業原料株式会社）、半磁器土（二股陶磁器原料製造店） 































































と物質との間に存在する空間のことであり、そこに物質は存在しない。例えば１．《 生 06 》、
作品４．《 生 08-1 》、作品６．《 KAIZAI 08-1 》、作品７．《 KAIZAI 09-1 》、作品８．《 生 
09 》、作品９．《 KAIZAI 09-2 》に現れている。その中で、作品６．《 KAIZAI -08-1 》と作
品９．《 KAIZAI 09-2 》を取り挙げてみる。 





















































































ではないか。このように、作品４．《 生 08-1 》は、空間と重力の関係が密接であることが伺
える。 
また、作品６．《 KAIZAI 08-1 》は向こうに伸びていこうとする横への広がりを持ち、作品









































































































焼成温度は 1150 度、酸化焔焼成によって完成される。 
 






成形方法としては、作品１．《 生 06 》の成形方法と同






た形を留めたまま完全に乾燥する。[図 2][図 3][図 4] 
焼成温度は 1150 度、酸化焔焼成によって完成される。ピ 
ースの数は約 1000 個。[図 5] 
 




















ならし、泥漿による形を留めたまま完全に乾燥させていく。[図 2][図 3][図 4] 





































         
 
                               
 
                             
[図８] 
[図９] 
[図 10] [図 11] 
[図 13] [図 12] 
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 工程としては、まず直方体の長辺部分に当てる、高さ 30cm×厚み 5cm×長さ 110cm の石膏
型を２本用意する。そして、直方体の短辺部分に当てる、高さ 30cm×厚み 5cm×長さ 50cm
の石膏型も２本用意する。長さが 110cm を越える木の板に布を敷き、5cm の隙間をつくって
110cm の石膏型を２本並べる。その両端に蓋をするように、長さ 50cm の石膏型をそれぞれ置





















させていく。[図 2][図 3][図 4] 




























    
                      






まず、高さ 50cm×厚み 5cm×長さ 110cm の石膏板を２枚用意する。長辺は、完成作品１パ
ーツの奥行きの最大限の長さを表すものであり、この場合 110cm とした。110cm を越える木
の板[図 18]に、幅 5cm の隙間をつくって２枚の石膏板を立てた状態で並べる。[図 19]幅 5cm




角、高さ 50cm の石膏棒を２つ用意し、先ほどの 5cm の隙間の両端にはめ込む。[図 20]すると、



















2][図 3][図 4] 
このように、長さと高さを変えることによって大小様々なパーツをつくり、焼成後、空間に



















































[図 20] [図 21] 
[図 22] [図 23] 




















[図 26] [図 27] 
























この作品の柱に取り付けられたものは、高さ 280cm 巾 5cm である。実際、この長さで焼成
するには設備が不十分であったため、３分割して成形してある。１パーツが 100cm ほどある
ため、寝かせた状態で成形し、焼成までを行っていく。前回の作品６．《 KAIZAI 08-1 》とほ
ぼ同じく、まず、高さ 50cm×厚み 5cm×長さ 110cm の石膏板を２枚用意する。110cm を越え
る木の板に、幅 5cm の隙間をつくって２枚の石膏板を立てた状態で並べる。[図 18][図 19]幅
5cm 角、高さ 50cm の石膏棒を２つ用意し、先ほどの 5cm の隙間の両端にはめ込む。[図 20]
ると、高さ 50cm×巾 5cm×奥行き 110cm の石膏で囲われた空間ができあがり[図 21]、そこに
吟味された泥漿を流し込む。[図 22][図 23]展示の際、壁から浮き出ている状況をつくり出すた





留めたまま完全に乾燥させていく。[図 2][図 3][図 4] 
[図 30] [図 31] 
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動かせる硬さまで乾燥したところで、泥漿の中に含まれた気泡による爆発を防ぐために、作
品の裏（ここでは柱との接着面）に、無数の穴をあける。[図 16][図 17] 
焼成が終わった３つのパーツを化学反応接着剤で接着し、裏に鉄板の支えを入れ、接着が分







４．《 生 08-1 》とほぼ同じ作り方である。50cm×70cm の木の板に布を敷き、その板の端に








７．《 KAIZAI 09-1 》においては、泥漿がつくりだすものを優先するために泥漿の厚みのバラ
つきが大きく、薄い所と厚い所の乾燥のスピードが違ってくると、土の収縮に差が生じ、亀裂
がはいってくる。これを防ぐためにも、厚い部分に穴を開けることで空気の触れる部分を多く
し、乾燥状態を同じにしなければならない。[図 16][図 17] 
そして次第に乾燥していく中、表面の中で余分と感じるところを削っていき、なめし皮で表
面をならし、泥漿による形を留めたまま完全に乾燥させていく。[図 2][図 3][図 4] 

























今回の作品は、作品４．《 生 08-1 》と同様、鉄のワイヤーを用いている。直径 0.07cm の
ワイヤーに錆止めとして施されているコーティング剤を紙やすりで綺麗に落とし、立方体の１



























える。今回は、天井までが 320cm の高さを持つ空間の中で、下から 180cm ある単体２つと、




から考え、少し見上げる大きさにしたいと考えたからである。幅 50cm×長さ 110cm の木の板
を２枚繋ぐことで長さ 220cm となった木の板に布を敷き、その板の一番端に、底面となる部
分をつくるための厚み 5cm×長さ 110cm×高さ 50cm の石膏板を立てる。[図 36]次に、長さ
180cmの単体の壁となる部分をつくるために、木の端に厚み 5cm×長さ 110cm×高さ 50cmと、
厚み 5cm×長さ 110cm×高さ 20cm の石膏板を順に繋げて立てていく。そこに吟味された泥漿









ならし、泥漿による形を留めたまま完全に乾燥させていく。[図 2][図 3][図 4]この時に、パーツ
同士をジョイントするための鉄棒（20cm）を入れる穴を、それぞれ深さ 15cm ずつ開けておく。
それが、壁に設置する時の装置にもなるのだ。 












[図 38] [図 39] 
[図 36] 

























































































・〔九谷〕二股陶磁器原料製造店 ― 磁器土 
・〔九谷〕二股陶磁器原料製造店 ― 半磁器土 
・〔九谷〕谷口製土所 ― 磁器土 
・〔九谷〕谷口製土所 ― 蛙目入り磁器土 
・〔九谷〕谷口製土所 ― 半磁器土 
・〔九谷〕田中製土所 ― 磁器土 
・〔九谷〕田中製土所 ― 蛙目入り磁器土 
・〔瀬戸〕丸石窯業原料株式会社 ― 白磁 50 
・〔瀬戸〕丸石窯業原料株式会社 ― SP4 
 
これらを、次の方法によって焼成し、色の変化を求める。 
  [酸化焔焼成] 
   １）無釉 
  ２）施釉 
[還元焔焼成] 
   ３）無釉 








 丸石 谷口 谷口 谷口 
 白磁 50 磁器 蛙目入り磁器 半磁器 
田中 丸石 二股 田中 二股 
















・〔九谷〕二股陶磁器原料製造店／磁器土   ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔九谷〕二股陶磁器原料製造店／半磁器土 ―焼締まり状態；低 、色；薄肌色 
・〔九谷〕谷口製土所／磁器土             ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔九谷〕谷口製土所／蛙目入り磁器土     ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔九谷〕谷口製土所／半磁器土           ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔九谷〕田中製土所／磁器土             ―焼締まり状態；高 、色；薄茶色 
・〔九谷〕田中製土所／蛙目入り磁器土    ―焼締まり状態；中 、色；薄茶色 
・〔瀬戸〕丸石窯業原料株式会社／白磁 50  ―焼締まり状態；高 、色；白 










 丸石 谷口 谷口 谷口 
 白磁 50 磁器 蛙目入り磁器 半磁器 
田中 丸石 二股 田中 二股 
















・〔九谷〕二股陶磁器原料製造店／磁器土   ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔九谷〕二股陶磁器原料製造店／半磁器土 ―焼締まり状態；低 、色；薄肌色 
・〔九谷〕谷口製土所／磁器土             ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔九谷〕谷口製土所／蛙目入り磁器土     ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔九谷〕谷口製土所／半磁器土           ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔九谷〕田中製土所／磁器土             ―焼締まり状態；高 、色；鼠色がかった白  
・〔九谷〕田中製土所／蛙目入り磁器土     ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔瀬戸〕丸石窯業原料株式会社／白磁 50  ―焼締まり状態；高 、色；白 










 丸石 谷口 谷口 谷口 
 白磁 50 磁器 蛙目入り磁器 半磁器 
田中 丸石 二股 田中 二股 
















・〔九谷〕二股陶磁器原料製造店／磁器土   ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔九谷〕二股陶磁器原料製造店／半磁器土 ―焼締まり状態；低 、色；肌色がかった白 
・〔九谷〕谷口製土所／磁器土             ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔九谷〕谷口製土所／蛙目入り磁器土     ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔九谷〕谷口製土所／半磁器土           ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔九谷〕田中製土所／磁器土             ―焼締まり状態；高 、色；鼠色 
・〔九谷〕田中製土所／蛙目入り磁器土     ―焼締まり状態；中 、色；鼠色 
・〔瀬戸〕丸石窯業原料株式会社／白磁 50  ―焼締まり状態；高 、色；白 










 丸石 谷口 谷口 谷口 
 白磁 50 磁器 蛙目入り磁器 半磁器 
田中 丸石 二股 田中 二股 
















・〔九谷〕二股陶磁器原料製造店／磁器土   ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔九谷〕二股陶磁器原料製造店／半磁器土 ―焼締まり状態；低 、色；肌色がかった白 
・〔九谷〕谷口製土所／磁器土             ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔九谷〕谷口製土所／蛙目入り磁器土     ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔九谷〕谷口製土所／半磁器土           ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔九谷〕田中製土所／磁器土             ―焼締まり状態；高 、色；鼠色がかった白 
・〔九谷〕田中製土所／蛙目入り磁器土     ―焼締まり状態；中 、色；鼠色がかった白 
・〔瀬戸〕丸石窯業原料株式会社／白磁 50  ―焼締まり状態；高 、色；白 































































































        
A)土灰釉薬（日本陶料）        
B)白化粧        
        
１、無添加        
２、酸化第二鉄(Fe2O3) 1 3 5 10 20 40 (out%) 
３、二酸化マンガン(MnO2) 1 3 5 10 20 40  
４、酸化銅(CuO) 0.5 1 3 5 10 20  
５、酸化コバルト(CoO) 0.5 1 3 5 10 20  
６、酸化クロム(Cr2O3) 0.5 1 3 5 10 20  
















添加量：1,3,5,10,20,40（％）       
  酸化焔焼成  還元焔焼成 
土灰釉 
並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
ロット土 
SK8 添加量   
ロット土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
白化粧 並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 































添加量：1,3,5,10,20,40（％）       
  酸化焔焼成  還元焔焼成 
土灰釉 
並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
ロット土 
SK8 添加量   
ロット土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
白化粧 並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 

































添加量：0.5,1,3,5,10,20（％）       
  酸化焔焼成  還元焔焼成 
土灰釉 
並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
ロット土 
SK8 添加量   
ロット土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
白化粧 並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 































添加量：0.5,1,3,5,10,20（％）       
  酸化焔焼成  還元焔焼成 
土灰釉 
並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
ロット土 
SK8 添加量   
ロット土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
白化粧 並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 

































添加量：0.5,1,3,5,10,20（％）       
  酸化焔焼成  還元焔焼成 
土灰釉 
並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
ロット土 
SK8 添加量   
ロット土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
白化粧 並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 































添加量：0.5,1,3,5,10,20（％）       
  酸化焔焼成  還元焔焼成 
土灰釉 
並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
ロット土 
SK8 添加量   
ロット土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
白化粧 並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 





















































































基礎釉薬・白化粧＋顔料        
        
A)土灰釉薬（日本陶料）        
B)白化粧        
        
１、デグサローズ(171202) 1 3 5 10 20 (out%) 
２、陶試紅 1 3 5 10 20   
３、ロイヤルブルー(M-5000) 1 3 5 10 20   
４、プラセオジウム黄(P-40) 1 3 5 10 20   
５、デグサイエロー(239416) 1 3 5 10 20   










添加量：1,3,5,10,20（％）       
  酸化焔焼成  還元焔焼成 
土灰釉 
並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
ロット土 
SK8 添加量   
ロット土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
白化粧 並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 

































添加量：1,3,5,10,20（％）       
  酸化焔焼成  還元焔焼成 
土灰釉 
並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
ロット土 
SK8 添加量   
ロット土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
白化粧 並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 































添加量：1,3,5,10,20（％）       
  酸化焔焼成  還元焔焼成 
土灰釉 
並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
ロット土 
SK8 添加量   
ロット土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
白化粧 並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 































添加量：1,3,5,10,20（％）       
  酸化焔焼成  還元焔焼成 
土灰釉 
並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
ロット土 
SK8 添加量   
ロット土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
白化粧 並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 































添加量：1,3,5,10,20（％）       
  酸化焔焼成  還元焔焼成 
土灰釉 
並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
ロット土 
SK8 添加量   
ロット土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
白化粧 並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 































添加量：1,3,5,10,20（％）       
  酸化焔焼成  還元焔焼成 
土灰釉 
並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
ロット土 
SK8 添加量   
ロット土 
SK8 添加量 
SK10 添加量   SK10 添加量 
白化粧 並濾土 
SK8 添加量   
並濾土 
SK8 添加量 

































































2004 年の作品１．《  生  06 》から 2009 年の作品９．































焼締めは、備前焼を志した 1996 年の、やきものを始めた 
[図 45]〈 備前焼 〉1998 年 






































[図 47]《浮上から球体へ》2003 年 












































動きの痕跡を残すため、特に作品１．《 生 06 》、作品３．《 生成 07 》、作品４．《 生 08-1 》、




















































































































































































































































  水分   ： 〔少量〕→〔適量〕→〔多量〕 
土の状態 ： 〔固体〕→  →   →〔液体〕 













  水分   ： 〔少量〕→〔適量〕→〔多量〕 
土の状態 ： 〔固体〕→  →   →〔液体〕 
可塑性 ： 〔弱〕  → 〔強〕 → 〔弱〕 






























































土の状態  ： 〔固体〕→〔液体〕→〔固体〕 



















ては幾種類もあるが、その中 JISK1408 によって定められた種類は 1 号、2 号、3 号で、規格
は次の表の通りである。＊29 
 
  1 号 2 号 3 号 
二酸化ケイ素（Sio2） 35～38 34～36 28～30 
酸化ナトリウム（Na2O） 17～19 14～15 9～10 
鉄（Fe） 0.03 以下 0.03 以下 0.02 以下 
水不溶分 0.2 以下 0.2 以下 0.2 以下 
    
外観 水飴状の無色ないし僅かに着色した液体 
比重（15℃ Be'） － 54 以上 40 以上 
  JIS（日本工業規格） 























































  【その他】 


















































































絞りだし袋：[ケーキメイト] 貝印株式会社 006DL-1220  












試料：私の用いる混合土（丸石窯業原料株式会社 SP4、二股陶磁器原料製造店 半磁器土） 
 
  1 2 3 4 5 
乾粉土(%) 76.83 76.83 76.83 76.83 76.83 
水(%) 23.09 23.07 23.05 23.03 23.01 

























































                











































































               
 
































































































































































































                  [鉄錆び液] 
塩化第二鉄 FeC13 ３４ｇ 
硫酸銅 CuSO4 ２６ｇ 
硝酸 HNO3 １４ｃｃ 
メタノール CH3OH ２５ｃｃ 
塩化酸エチル C2H5ONO ２９ｃｃ 





いる。そして、作品 9.《 KAIZAI 09-2 》になると、
特に鉄の重要性が出てくる。それまで介助的役割で
あった鉄が、今度はやきものと対比するかの様に、
独立した状態で存在している。   
日本の空間には、絶対的な仕切りという概念がな
い。例えば襖やすだれなどは、仮のものである。よ 



















































































































ン・ボルタンスキー Christian Boltanski（1944～）である。 
クリスチャン・ボルタンスキーは、場を失って漂い忘れられていくものへの関心が強く、皆
が共有していた何かが消えてしまったその空白に、人を今ここで直面させることで、私達が繋
がりあい、共にあることを問いかけている。＊35日本での大きな個展として、1990 年 ICA 名古
屋、同年 水戸芸術館、2000 年『第 1 回大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ 2000』
にて廃校となった小学校での作品《リネン》の展示、同じく 2003 年『第 2 回大地の芸術祭 越
後妻有アートトリエンナーレ 2003』においてジャン・カルマン（1945～）とともに作品《夏
の旅》、2006 年『第 3 回大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ 2006』において同じ
くジャン・カルマンとともに作品《最後の教室》、2009 年『第 4 回大地の芸術祭 越後妻有ア














































































































































大学 学部 4 年間： やきものの基礎習得   
   〈 備前焼 〉 
 土への興味   
信楽窯業技術試験場：  ・素地、釉薬の研究 〈 信楽焼 〉 
弟子入り：  ・土の可能性を知る 《 浮上から球体へ 》 
   《 心に咲く花 》 
大学院 修士課程： 泥漿との出会い   
  ・磁器土への変様 《 生 06 》 
  《 pre-historic 》 
大学院 博士課程： 迷い   
    
 [方法１]現象を作品化   
   《 生成 07 》 
 [方法２]自己の想いを作品化   
   《 生 08-1 》 
 結論（骨格）   
  【生への執着】  
 展開   
   《 生 08-2 》 
  《 KAIZAI 08-1 》 
  《 KAIZAI 09-1 》 
  《 生 09 》 















































と「何を」を繰り返していたかもしれない。この自己の探究によって、作品４．《 生 08-1 》
作品１．《 生 06 》 
作品 2．《 Pre-historic 》 
作品 3．《 生成 07 》 
作品 4．《 生 08-1 》 
 126
は生まれる。 
作品４．《 生 08-1 》をつくり終え、土の現象をそのままみせることによって作品化してい
たものと、土の現象と自身の想いを重ね合わせ形にしたものと、大きく方向性の違う作品を続
けて制作したことで、自身の作品の方向性を見極めることができるのではないかと考えていた。



































ないだろうか。思い返せば、この「間」というものは作品４．《 生 08-1 》にも表れているこ
作品 5．《 生 08-2 》 
 》 
作品 6．《 KAIZAI 08-1 》 
 127 
とが言える。 








作品８．《 生 09 》は、これまでの空間への意識を、最小限の空間に


























作品 7．《 KAIZAI 09-1 》 
作品 9．《 KAIZAI 09-2 》 
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